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行革プラン２０１９における取組のポイント（３つの重要な視点）

●魅力ある中心市街地の形成
●魅力的な駅前広場の整備と鉄道敷地

の活用による都市空間の創出
●地区計画制度の活用

行革プラン２０１９の体系

現状における業務の内容や進め方の検証（業務分析）などを踏まえ，業務プロセス
の見直しによる事務の簡素化や，ＩＣＴ※1，ＡＩ※2，ＲＰＡ※3などの活用による事
務の効率化に取り組みます。

公立保育園や児童館の運営，学校給食調理業務のほか，庁内における窓口及び内部
事務なども含めて，幅広く民間活力の活用に取り組みます。

調布市公共施設等総合管理計画の基本方針に基づき，個別施設の在り方，方向性を
示す（仮称）公共施設マネジメント計画の策定や，市庁舎，グリーンホール，総合
福祉センター，学校施設の整備のほか，官民連携モデル事業（クリーンセンター跡
地活用事業）などに取り組みます。

※１ ＩＣＴ（Information and Communication Technology）⇒ 情報通信技術のこと

※２ ＡＩ（Artificial Intelligence）⇒ 人工知能のこと

※３ ＲＰＡ（Robotic Process Automation）⇒人が行う定型的なパソコン操作を自動化するソフトウェアのこと

行革プラン２０１９ 市政経営の２つの基本的な考え方である「参加と協働のまちづくり」，
「持続可能な市政経営」を踏まえ，行財政改革に取り組みます。

地域別計画 調布市全域を東部・北部・南部・西部の４つの広域的地域に分け，
各地域の特性を踏まえた今後のまちづくりの基本方向を示しています。

事務の効率化

アウトソーシング
の推進

公共施設等
マネジメント

の推進

西部地域 北部地域

東部地域南部地域

●駅周辺の整備
●緑地・公園と歴史的文化財の

一体的な整備と活用
●ラグビーワールドカップ2019TM

日本大会と東京2020大会の推進

●駅周辺のまちづくり
●崖線樹林地の保全
●地域ゆかりの文化を生かした事業の展開

●豊かな自然環境の保全
●ごみ処理施設周辺のまちづくり
●深大寺地区のまちづくり
●深大寺・佐須地域の環境資源の

保全・活用

柱
【第１の柱】

市民が主役のまちづくり
【第３の柱】

計画的な行政の推進

＜方針３＞
人材の確保・育成

（5プラン※）

＜方針４＞
計画行政の推進

（17プラン）

※再掲プラン（1プラン）含む

基本的
取組

 ◆参加と協働のまちづくり
 　の実践
 ◆参加と協働の推進のため
 　の環境整備
 ◆市政情報の積極的な提供

 ◆効率的で機能的な組織・
 　システムづくり
 ◆市民サービス提供主体の
 　見直し
 ◆市民に信頼される市政の
 　推進

 ◆人材の確保・育成と意欲
 　の向上
 ◆誰もが活躍できる職場環
 　境づくり

 ◆ＰＤＣＡマネジメントサ
 　イクルによる行財政運営
 ◆健全な財政運営
 ◆公共施設等マネジメント
 　の推進

【第２の柱】
市民のための市役所づくり

方針

＜方針１＞
参加と協働の

まちづくりの実践
（5プラン）

＜方針２＞
効率的な

組織体制の整備
（15プラン）



12 

 

策定過程における市民参加

調布市民意識調査

パブリック・コメント手続

調布市基本計画策定に関する市民アンケート

基本計画の策定に当たり，様々な市民参加の取組を通じて，市民の方々
から多くの意見をいただきました。

無作為抽出した満16歳以上の市民約3,000人に，日頃
の市民の意識や市民ニーズの傾向を捉えるための調査
を実施（毎年度実施）
【回収件数】1,382件（回収率：45.1％）

無作為抽出した満16歳以上の市民約3,000人に，基本計画策定に関する市民の意識等
について調査を実施 【回収件数】1,178件（回収率：38.4％）

ちょうふまちづくりキャラバン

市内開催の各種イベント※１において，市職員（調布市基本計画策
定庁内検討プロジェクト・チーム※２のメンバーも参加）による基
本計画策定に関する情報発信及び今後のまちづくりの優先度などに
関するアンケート調査を実施 【回収件数】1,774件

※１ 調布よさこい，ちょうふスクラムフェスティバル，商工まつり，
市民スポーツまつり，農業まつり，福祉まつり，
調布っ子“夢”発表会，以上７つのイベントで実施
公共施設に関するアンケート調査「公共施設見直し隊」の取組と合わせて実施

※２ 庁内の若手職員・女性職員で構成し，基本計画策定に関する意見交換，
市民参加手法の検討及び実践を実施

広く意見をいただくことを目的
として，ワールドカフェ方式に
よる対話型のワークショップを
実施（調布市基本計画策定庁内
検討プロジェクト・チームのメ
ンバーも参加）
【参加者数】88人

ちょうふ未来会議

パブリック・コメント手続において，
これまでのメール等による意見提出の
方法に加え，新たな試みとして，市報
の特集ページに意見提出様式を掲載し，
より多くの市民から意見を募集
【意見提出件数】

135件（54人，3団体）
（うち市報掲載様式による提出：31人）

平成30（2018）年10月10日～10月31日

平成30（2018）年12月28日～平成31（2019）年1月18日

平成30（2018）年8月～12月

平成30（2018）年11月4日，7日，11日

平成30（2018）年12月21日～平成31（2019）年1月21日

この意見提出様式を
切り取り，そのまま
切手不要でポストに
投函
（市報12月20日号）
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各ページには，音声コード（Uni-Voice）が印刷されています。 

専用の読取機やスマートフォン専用アプリなどで読み取ると，音声で内容を確認できます。 
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